
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.１０２(３月) 

こんにちは。安井鍼灸整骨院です。今回は、上腕二頭筋長頭腱炎についてです。 

上腕二頭筋長頭腱炎とは 

肩から腕にかけて痛みが発生します。腕を前に突き出して重いものを持ったり、アームカールなど重量を持ち上

げる動作で痛みが出現します。痛みを放置してそのまま使い続けると、最悪上腕二頭筋の断裂を誘発する可能性

もある疾患です。いつか治るだろうと楽観視して、痛みを我慢せずに早期に処置を行いましょう。 

上腕二頭筋長頭腱炎の原因 

腕の使い過ぎによって上腕二頭筋の「長頭腱」という部分が摩擦で炎症を起こして発症します。 

腕を使う頻度が多かったり、重量物を持つことで発生するリスクが非常に高く成る疾患です。 

湿布等で疼痛緩和を行っても、無理に使い続けることでいずれ腱に限界がきて断裂する可能性があります。 

 

上腕二頭筋長頭腱炎への対処法としては 

①アイシング（冷却） ②痛み止めの注射・服用 ③リハビリなどが一般的です。 

しかし、処置を行っているにも関わらず、痛みがおさまらなかったり、症状の緩和と再発を繰り返してしまうこ

とも少なくありません。 

 



安井鍼灸整骨院の上腕二頭筋長頭腱炎の治療 

①KT テープ(世界で初めての合成繊維１００%のテーピング) アスリートにとって疲労した全身の筋肉や関節、

じん帯、腱を優しくサポートすることが重要です。KT テープは本来持っている筋肉や関節、じん帯、腱の機能

を優しくサポートするために役立ちます。テニスのジョコビッチ選手、サッカーのクリスティアーノ・ロナウド

選手など、世界のトップアスリートにも愛用されています。  

②スポーツ鍼灸 スポーツ鍼灸は、主にアマチュアやプロのスポーツ選手を対象としてスポーツ障害の治療やケ

ガの予防、コンディションを整えるために行われます。肩や腰、膝などスポーツによって施術箇所はさまざま。

突発的なケガへの対応も必要です。 

③コンビネーション治療とは 超音波療法と電気治療を組合せて行う治療方法です。通常、超音波治療法は治療

感覚のないことが多いですが、電気治療を組合せることにより、患者様の治療部位での反応をみることができ、

確実に治療を施すことができます。また、超音波のマイクロマッサージ効果と電流の鎮痛作用により、血行を促

進し、疼痛を鎮めることで短時間での治療が可能です。 

 

 

鍼灸のツボ 

①「上腕二頭筋」が肘に付着しているところで、組織が傷んでいるところ（損傷部） 

ツボとしては「尺沢（しゃくたく）」です。探し方は「手のひら、肘の内側が上になるようにします。肘の内側の

曲りじわの上、中央から親指側を指圧して痛みを感じるところ」。 

②胸の筋肉にお灸をすえます。ツボとしては「気戸（きこ）」です。 

探し方は「乳頭から真上に移動して、鎖骨の下周辺を指圧して痛みを感じるところ」。 

安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくは HP をご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


